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春

が
来

た

春
が
来
た

春
が
来
た

ど
こ
に
来
た

山
に
来
た

里
に
来
た

野
に
も
来
た



失
業
保
険
法
改
悪
反
対

中
央
集
会
報
告
会
開
催
さ
れ
る

政
府
は
今
、
失
業
保
険
法
を
改
正
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
、
失
業
保

険
受
給
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
大

変
な
問
題
で
す

。
青
森
県
知
事
は

じ
め

関
係
者
が
反
対
運
動
を

展
開
し
て

い
る

こ
と
は
、
み
な

さ
ん
も
ご
承
知
の
こ

と

と
思
い
ま
す
。

村
で
は
、
東

京
で
開
か
れ

た
全
国
出
稼

者
大
会
及
び

国
会
等
へ
の

陳
情
に
四
名

が
出
席
し
ま

し
た
の
で
、

二
月
二
十
五

日
、
振
興
セ

ン
タ
ー
総
合

研
修
室
で
報

告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

新
聞
、
テ

レ
ビ
等
で
ご

承
知
の
と
お

り
、
三
ヶ
月

間
支
給
さ
れ

て
い
た
、
失

業
保
険
金
が

改
正
さ
れ
る
と
、
一
ヶ
月
分
あ
る
い
は

ニ
ケ
月
分
し
か
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
う
な
り
ま
す
と
、
失
業
保
険
受

給
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
は
大

き
い

問
題
だ
と
思

い
ま
す
が
、
当
日
は
百
名

ぐ
ら
い
し
か
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
東
北

六
県
、
北
海
道
の
出

か
せ
ぎ
者
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
も
、

関
東
以
西

に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
、
失

保
改
悪

で
な
く
失
保
改
善
と
か
で
、
こ

の
た

び
の
雇
用

保
険

法
案
（

失
業

保
険

法
を

改
正

し
た
時

の
呼
び

方
）
反
対
運

動
は
ま
だ
、
全
国
的

な
盛

り
上

り
に
欠

け
て

い
る
よ
う
で
す

。
そ
こ
で
今
後

の

反
対

運
動
を

ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
ゆ

く

か
い
ろ

い
ろ

問
題

が
あ
り
ま
す

が
、

改
正

さ
れ
な

い
よ
う

に
失

業
保

険
受

給

者
の
み
な

さ

ん
は
じ
め
村

民
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
’

力
を
お
願

い

し
て
、
報
告

会

を
終
わ
り

ま
し
た
。

報告をする宮川出稼対策協議会長

熱心に聞入る失業保険受給者

健 康 相 談 日

毎 月 第 １月 曜 囗、

来 月 は １日 で す 。

９時から３時まで（セン

ター、健康相談日）

● あなたの戸籍はどこに
ありますか
戸籍は、日本国民の登
録であり、入学や就職、
相続や年金の受給
旅券の発給申請な
ど多くのことに利
用されるたいせつ
なものです。
もし戸籍がなか
ったら親子関係の
証明がむずかしい
など、いろいろな
不便が生じます。



臨
時
議
会
終
る

新
議
長
に

東
出

昇
氏

昭
和
四
十
九
年
第
一
回
佐
井
村
議
会

臨
時
会
は
去
る
二
月
二
十
五
日
招
集
さ

れ
一
日
間
の
会
期
で
閉
会
し
た
。

午
前
十
時
三
十
分
副
議
長
の
開
会
宣

告
に
続
き
、
石
沢
多
佳
樹
氏
か
ら
議
長

の
辞
職
願
（
二
月
十
日
付
）
が
出
さ
れ

議
長
辞
職
の
件
を
日
程
に
追
加
し
、
議

題
と
し
た
と
こ
ろ
全
員
異
議
な
く
議
長

の
辞
哉
を
許

―
す
る
こ
と
に
決
定
し
心

次
に
Ｊ
ｍ
ｍ
作
員
に
よ
り
議
長
選
挙
を

行
な
っ
た
結
果
東
出
昇
氏
が
議
長
に
当

選
さ
れ
、
副
議
長
に
奥
本
文
男
氏
が
当

選
さ
れ
た
。
尚
常
任
委
員
会
の
一
部
所

属
変
更
が
あ
り
、
産
業
経
済
常
任
委
員

長
に
奈
良
兼
太
郎
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

続
い
て
村
長
よ
り
今
臨
時
会
に
提
案
さ

れ
た
提
案
理
由
の
詳
細
説
明
が
あ
り
、

順
次
提
出
議
案
の
質
疑
、
採
決
を
行
な

っ
た
が
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
決

し
、
閉
会
し
た
。

議
案
の
あ
ら
ま
し

村
長
提
出
議
案

○
報
告
第

一
号

専
決
処
分
報
告
の
件

当
初
一
時

借
入
金
の
最
高
額
八
千
万

円
で
あ
っ
た
も
の
を
一
億
五
千
万
円
に

す

る
も
の
で
あ

る
。

○

議
案
第
一
号

昭
和
四

十
八
年
度
佐
井
村
一
般
会
計

補
正

予
算
（
第
九
邑

歳
入
歳
出
総
額
に
四
百
九
十
三
万

一

千
円

を
追
加
し
、
総
額
で
五
億
二
千
四

百
六
十
万

五
千
円
と
す
ろ
し
の
で
、
歳

入
の
内
訳
は
交
付
税
四
百
五
十
万

九
千

円
、
村
債
二
百
十
万
円

の
追
加
で
そ
の

他
で
百
六
十
七
万
八
千
円

を
減
額
し
た
。

歳
出
で
は
経
済
常
費
の
追
加
で
一
部
事

務
組
合

の
負
担
金

約
三
十
万

円
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
へ
繰
出
啻

、言

五

十
万

円
。
災
害
復
旧
事
業
費
八
十
万
円

等
で
あ

る
。

○

議
案
第
二
号

昭
和
四

十
八
年
度
佐
井
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号

）

歳
入
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で

歳
出
で
は
殆
ん

ど
が
原
材
料
の
増
額
と

十
二

月
二

十
二

、
二

十
三

日
の
低
気
圧

に
よ
る
災
害
復
旧
と
佐
井
地
区

の
拡
張

工

事
に
伴
な
う
電
気
工

事
費
で
あ

る
。

○

議
案
第
三
号

村
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て

川
磯
線
の
改
良
が
完
成
し
、
こ
れ

に

伴
な
う
路
線
の
変
更
で
あ
る
。

○

議
案
第
四
号

村
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て

緑
町
の

路
線
を
正
式

に
村

道
に
認

定

す
る
も
の
で
あ

る
。

○
議
案
第
五
号

分
校
廃
止
の
件

川

目
、
矢
越
分

校
を
廃

止
す
る
も
の

で

あ
る
。

議

員

提

出

議

案

○

議
案
第
六
号

公

有
財
産
に
係

る
用
地

等
に
関
す

る

調
査
特
別
委
員
会
廃
止

に
つ
い
て

中

学
校
敷
地
問
題
は
「
若
山
家

と
村
」

で
は
相
互
信
頼

に
よ

り
「

そ
の
始
め

は

善
意

に
し

て
平
隠

か
つ
公

然
」

と
寄
付

行
為
が
な

さ
れ

た
こ

と
は
各
証
言
で
明

白
で

あ
り
、
速

や
か
に
専
門

職
（

弁
護

士
等

）
に
本
問

題
を

依
頼

し
、
そ
の
意

見
を
求
め
具

体
的
な
対
処
方
法
を
も
つ

べ
き
で
あ

る
と
の
最
終
結
論
を

も
っ
て

調
査
終
了
し
、

特
別

委
員
会
を

廃
止

す

る
も
の
で

あ
る
。

○

決
議
案
第

一
号

失
業
保

険
制
度
改
正

反
対

に
関
す
る

決
議
に
つ

い
て

○

決
議
案
第
二
号

訟
作
い

用
重
油

お
よ
び
農
漁
業
用

具

の
価

格
抑
制

に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

失
業
保
険
制
度

改
正
反
対
に
関

す
る
決
議

現
行
片・

綵
険
法
を

改
正
す

る
雇
用

保
険
法
案
は
、
す
で

に
閣

議
決

定
を

経

て
、

い
よ

い
よ
国
会
審
議

の
場

に
提
出

さ
れ

る
と
仄
聞
す

る
。
現
行

の
失
業

保

険
制
度
は
、
多
く
の

問
題

点
を

持
っ
て

い
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
農

林
水
産

業
及
び
季
節
出
稼

ぎ
に
つ
い
て
、
高
負

担
、
低
給
付
制
度
を
導
入
し
、
一

般
業

種
と
の
間

に
大

き
な

格
差
を
設

け
よ
う

と
し

て
い
る
。
こ
の
措
置

の
導

入
は

、

失
業

保
険
会
計
の
側
面
の
み
を
重

視
す

る
あ

ま
り
、
農
林
水

産
業

、
季

節
出

稼

者
が
我

が
国
経
済

の
底
辺

に
あ
っ
て
、

そ
の
発
展

に
寄
与
し

て
き
た
役
割
と
労

苦
を

ふ
み

に
じ

る
も

の
で
あ
る
。
更

に

積
雪

の
た
め
地
元

に
お
け
る
冬

期
間
の

就
業

が
著
し
く
制

約
さ
れ
る
本

村
に
於

い
て
は
、

失
業

保
険
が
、
こ
れ
ら
出

稼

者
等
の
生

活
基

盤
の
中

に
深
く
組
み
込

ま
れ

て
い
る
の
で
、
季
節
的
受
給
者
に

つ
い
て
の
伝
え

ら
れ
る
よ
う
な
改
正

が

こ
れ
を
補

う
に
足

る
地
域

政
策
が
実
施

さ
れ

る
こ

と
な
し

に
行
な
わ
れ

る
な
ら

ば
、
本
村

の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
お

よ
ぼ
す
こ

と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
政
府

は
、
こ
れ
ら
の
特
殊
事
業
を

充
分

考
慮

さ
れ
、
前

述
の
事
態
を
招
く

恐
れ

の
あ
る
失
業

保
険
制
度
の
改
正

を

行
な

わ
な

い
よ
う
強

く
要

請
す
る
も
の

で
あ
る
。

右

決
議
す
る
。

昭
和
四
十
九
年
二

月
二

十
五
日

佐

井

村

議

会

尚
、
決
議
書
は
農
林
大
臣
、
労
働
大
臣

へ
送
付
し
た
。

農
漁
業
用
重
油

お
よ
び
恤
漁
業

用
具
の
扮
格
抑

制
に
関
す
る決
議

第
四
次
中
東
戦
争
（
一
九
七
三
年
十

月
六
日
ぼ
っ
発
）
の
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
齟
の
殆
ん
ど
を
石
油
に
頼
る
我
が
国

は
、
そ
の
産
業
経
済
に
重
大
な
危
機
と

衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
に
灯

油
類
は
、
価
格
凍
結
の
行
政
手
段
が
な

さ
れ
た
が
、
「
重
油
」
に
対
し
て
は
、

現
在
こ
の
類
の
措
置
が
み
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
重
油
を
動
力
源
と

す
る
農
漁
業
関
係
者
に
は
重
大
な
関
心

事
で
あ
る
。
加
え
る
に
漁
網
、
ロ
ー
プ

機
械
、
農
業
資
材
の
価
格
急
騰
は
、
今

後
農
漁
民
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い

る
。
我
が
佐
井
村
は
、
三
十
七
Ｋ
以
上

に
わ
た
る
長
い
海
岸
線
を
も
ち
、
年
間

漁
獲
高
は
、
数
億
円
に
上
り
、
農
漁
は

村
の
重
要
な
基
幹
産
業
を
形
成
し
て
い

る
。
し
か
し
生
産
高
の
約
十
分
の
七
が

設
備
投
資
、
そ
の
他
に
償
却
す
る
た
め

農
漁
業
経
済
は
常
に
不
安
定
で
あ
り
、

深
刻
で
あ
る
。
よ
っ
て
重
油
の
価
格
凍

結
と
用
具
類
の
価
格
抑
制
に
対
す
る
行



政
措
置
を
す
み
や

か
に
と
る
べ
き
こ
と

を
国
な

ら
び

に
県

に
対
し
、
強
く
要
望

す

る
。

右
決
議
す

る
。

昭
和
四

十
九
年
三
月
二
十
五
日

二

佐

井

村

議

会

り
尚
、
決
議
書
は
通
産
大
臣

、
青
森
県

知
事
、
青
森
県
議
会
議
長
へ

送
付
し

た
。

議
長
就
任
の
挨
拶

議
長

東
出

昇

去
る
二
月
二
十
五

日
の
臨
時
議
会

に

お
い
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、

佐
井
村
議
会

議
長

の
要
職

に
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
こ

と
は
私
の
身
に
余
る

光
栄

と
す

る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

議
会
は

い
う
ま
で
も

な
く
会

議
に
よ

っ

て
村
政
の
重
要

な
事
項
を

決
定
す
る

機
関
で

あ
り

ま
す

の
で
、
そ
の
代

表
た

る
議
長
の
職
責

は
極

め
て
重
大

で
あ
る

こ
と
を
痛
感

い
た
し

て
お
り
ま
す
。
幸

い
前
議
長
の
優
れ
た
手

腕
と
各
議
員
の

良
識
あ

る
言
動
に
よ
り
今
日

ま
で
公
正

に
し
て
円

滑
な
村
議
会

が
運

営
さ
れ
て

参
り
ま
し
た

。
今
後
も
引
続

き
村

民
代

表
で
あ

る
全
議
員

の
意
志
を

尊
重
し

つ

つ
誠
心
誠
意
村
政
発
展

の
た

め
努
力
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
村
民
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
何
卒
御
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
甚
だ
簡
単
で
は

あ
り
ま
す
が
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

副
議
長
就
陌
の挨
拶

上

副
議
長

奥
本
文
男

こ
の
度
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り

ま
し
て
副
議
長
の
席
に
つ
く
こ
と
に
相

な
り
ま
し
た
こ
と
を
身
に
余
る
光
栄
と

存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
そ
の
任
務
の
重
大
な
の
を

痛
言
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い

人
格
識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ
た
東
出
議

長
の
も
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
更
に
村
民

各
位
、
先
輩
、
同
僚
議
員
の
皆
様
方
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
名

誉
あ
る
席
を
汚
さ
な
い
よ
う
一
生
懸
命

努
力
す
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
か
将
来
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
ぺ

ん
た
つ
の
程
ひ
と
え
に
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

議
長
辞
任
の
挨
拶

前
議
長

石
沢
多
佳
樹

議
長
辞
任
に
あ
た
り
ま
し

て
一
言
お

礼

の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

顧
み

ま
す
る
に
、
四

十
六
年
五
月
議

会

に
於

い
て
議
員
各
位
の
あ
た
た
か

い

ご
支

援
に
よ

り
ま
し
て
推
挙

い
た
だ
き

村

議
会

議
長
の
栄
職
に
つ
か
し
て

い
た

だ

き
ま
し
た
。
爾

来
三
ヶ

年
間
短
才
全

く

微
力
で

あ
り
ま
す
が
、
全
村
民
の
心

を
心
と

い
た
し

ま
し
て
民
主
村
政
の
確

立
と
円
滑

な
村

議
会

の
運
営

に
ひ

た
す

ら
精
進
し
て
参
り

ま
し

た
が
、
何
分
に

も
力
及

ば
ず

皆
様

方
の
ご
期
待
に
十
分

に
沿

い
得
な

か
っ

た
こ

と
を

誠
に
申
し

訳
な
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。
幸
い
に
い

た
し
ま
し
て
村
民
各
位
並
び

に
先
輩
同

僚
議
員
か
ら
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
と
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
本

日
ま
で
大
過
な
く
そ
の
職
責
を
果
た
し

得
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
感
激

に
絶
え
ず

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
村
民
各
位
に

お
か
れ
ま
し

て
も
村
政
の
た
め
な
お
一

層
ご
尽
力
下

さ
い
ま
す
よ
う
念
願

歟

す
と
と
も
に
私
に
対
し
ま
し
て
も
誚
斗

層
の
ご
好
誼
を

賜
わ
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
願

い
申
し
上

げ
ま
し
て
議
長

辞
任

の
有

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐井村議会組織
議 長 東 出 昇 副 議 長 奥 本 文 男

常任委員会
こ べ 委員会名七 三

総務・文教 産業・経済 建 設

委 員 長 樋 口 忠 義 奈 良 兼太郎 大 畑 勝 義

副 委 員 長 ４公 ｉ尺 月券 赱隹 吉 田 順 一 川 畑 寅 吉

委 員 石 沢 多佳樹 長 後 雄 二 横 浜 清

奥 本 文 男 内 藤 清 美 大 石 健次郎

西 村 福 男 田 中 徳太郎

議会選出監査委員 西 村 福 男

一部事務組合議員

下 北 地 域 広 域 行 政 奈 良 兼太郎・川 畑 寅 吉

下北地区医療センター 石 沢 多佳樹・東 出 昇

むっ地区環境整備組合 奥 本 文 男

下北地区精神薄弱児施設 吉 田 順 一

ぽ
く
し

な
い

ど

う
ろ
の

と
び
だ
し

わ
る
Ｉふ
ざ
け



竹
本
建
設
チ
ー
ム

卓
球
大
会
で
優
勝

去
る
二

月
二

十
四

日
、
午
前
九
時

か

ら
、
佐
井
小
学
校
講
堂

に
約
八
十
名
十

四

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
第
五
回
職
場
対

抗
卓
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

。
冬

期
間
は
こ
れ
と

い
っ
た
屋
内
外
ス

ポ
ー

ツ

が
な

い
当
村
で
は
、
卓

球
が
唯
一
の

ス

ポ
ー
ツ
で
す

。

開
会
式
の
あ
と
団
体
戦
が
行
な
わ
れ

一
本

と
れ
ば
、
大

き
な
声

で
「

ヨ
シ
、

ヨ
シ
」
と
、
選
手
、
観
客
が

掛
け
声
を

掛
け
寒

い
講
堂
は
熱
気
で
む
ん
む
ん
し

て

い
た
。
若

い
力
を
集
め
た
、
竹
本
建

設
チ
ー
ム
が
、
第
四
回
大
会
優
勝
の
全

林
野
Ａ
チ
ー
ム
を
振
り
切
り
優
勝
し
ま

し
た
。
個
人
戦
は
、
一
般
男
子
、
女
子
、
男

テ
ン
ニ
ア
に
分
か
れ
行
な
わ
れ
激
戦
の

末
、
一
般
男
子
で
は
新
沼
敏
哉
さ
ん
、

女
子
で
は
宮
野
す
み
子
さ
ん
、
男
子
シ

ニ
ア
で
は
平
佐
弘
彦
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
ま
し
た
。

団
体
戦
憂

勝

忤
本
座
没
準
優
勝
全
林
野
Ａ

第
三

位
佐
井
士

卒

校
Ａ

第
三

位
全
林
野
Ｃ

個
人

戦
一
般
男
子
の
部

優

勝

新
沼
敏
哉

準
優
勝
竹
本
清
吾

第
三

位
宮
野
政
彦

瀬
原
達
雄

一
般
女
子
の
部

優

勝

宮
野
す
み
子

準
優
勝

坪
谷

輝
子

舜
二
位

目
時

す
ま

々

大
沢
と
し
子

男
子
シ
ニ
ア
の
部

優

勝

平
佐

弘
彦

準
優
勝

川
畑

清

第
三
位

奥
本

悛
典

々

松
谷

幸
一

試 合 光 景

佐
井
婦
人
会

三
十
周
年

記
念
式
典

開
か
れ
る

二
月
二
十
四
日
、
午
前
十
一
時
三
十

分
か
ら
、
振
興
セ
ン
タ
ー
総
合
研
修
室

で
百
二
十
名
が
出
席
し
て
佐
井
婦
人
会

三
十
周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。佐
井
婦
人
会
は
、
昭
和
十
二
年
佐
井

村
婦
人
会
両
佐
井
支
部
と
し
て
発
足
し

て
以
来
、
村
の
奉
仕
団
体
と
し
て
活
躍

し
て
来
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
二
十

二
年
ま
で
会
長
、
副
会
長
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
奥
本
り
上
さ
ん
、
昭
和
二
十
二

年
か
ら
三
十
九
年
ま
で
会
長
、
副
会
長

と
し
て
汗
Ｌ
さ
れ
た
石
沢
み
き
さ
ん
、

昭
和
三
十
九
年
か
ら
現
在
ま
で
会
長
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
三
戸
き
み
さ
ん
に

そ
れ
ぞ
れ
村
長
か
ら
感
謝
状
が
お
く
ら

打
ま
し
た
。
佐
井
婦
人
会
に
は
、
む
つ

社
会
保
険
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
が
お

く
ら
れ
、
村
長
、
教
育
事
務
所
長
、
郡

婦
人
会
長
か
ら
謝
辞
が
あ
り
式
典
を
か

お
り
ま
し
た
。

歴
代
会
長
、
役
員
の
み
な
さ
ん
ぽ
ん

と
う
に
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
今
後
の

発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。
－

一
人
暮
し
、

老
人
世
帯
、

生
保
家
庭
に

し
ょ
う
ゆ
贈
呈

一
月
十
五
日
、
振
興
セ
ン
タ
ー
総
合

研
修
室
で
地
区
労
十
周
年
記
念
式
典
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
労
で
は
、
式
典
の
収
益
の
中
か

ら
、
一
人
暮
し
、
老
人
世
帯
、
生
活
保

護
家
庭
に
配
付
し
て
下
さ
い
と
、
し
ょ

う
ゆ
百
五
十
本
を
代
表
者
の
方
が
役
場

を
お
と
ず
れ
、
村
長
に
わ
た
し
ま
し
粲

役
場
で
は
、
さ
っ
そ
く
車
で
配
付
し

て
ま
わ
り
、
皆
さ
ん
は
突
然
の
贈
物
に

よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

本
村
の
庚
申

さ
ま
（
匸

大

石

健

次

郎

◇

古
佐
井

、
大
佐
井
、
黒

岩
赤
坂
の

三
ヶ
所

に
庚
申
碑

が
あ

る
。
い
ま
で
も

「
コ

ウ
シ
ン
サ

ダ

谷

呼

ば
れ
、
ｍ

岩

の
も

。の

は
「
馬
頭
観
音
」

と
も
い
わ
れ

る
。
「
コ

ウ
シ
ン

サ
マ
」
は

、
中
国

の

古

い
宗

教
で
あ

る
道
教

と
は
関
係

が
な

い
Ｉ

と
す

る
説
も
あ

る
が
、

道
教
聖
典

と
い
わ

れ
る
「
太
上
感
応
編
」
な

ど
に

は
、
「
人
体
上
に
三

尸
と
い
う
虫

が
い

て
、
庚
申
日
の
夜

に
、
人
間

の
罪
と
誤

ち
を
天

神
に
告
げ

に
出

て
ゆ
く
。
そ
う

さ
れ
る
と
人

命
が
危
く

な
る
の
で
、
夜

明
け
ま
で
寝
ず

に
話
合

っ
て
、
三

尸
虫

の
出

る
の
を
防

ぎ
押
さ
え
る
」
と

い
う

意
味
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
庚
申
信

仰
の
基
本

的
な
。要
素

が
み
ら
れ
、
一
匹

の
虫

は
（

ぱ
う
こ
う

虫
）
滋

味
美
食
を
好

み
、
一
匹

の
虫
は

（
ぽ
う
し

つ
虫

）
財

貨
喜
怒
に
騒
ぎ
、

一
匹

の
虫
は
（

ぽ
う
き
ょ
う
虫

）
虚
栄

酒

肉
に
淫
す

る
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た

上

尸
虫

は
人

頭

に
い
て
、
眠

を
よ
わ

ら

せ
面
を

シ
ワ
に
し

、
髪
を
白
く
す
る
。

中

尸
虫

は
人

腹
に
い
て
、
五

臓
を
こ
わ

し
、
悪

夢
を

多
く
し
飲
食
を
好
ま
せ

る

下

尸
虫

は
人
足

に
い
て
、
精
を
尽
き

さ

せ
命
を

う
ば
う
－

ｊ

庚
申
夜
は
ね
む

ら

ず
、
三

尸
虫

の
名
を
呼
ぶ
と
、
禍
を
除

き
、
福
を
き
た
す
Ｉ
－

と
い
わ
れ
て

い



◇

日
本
に
は
こ
の
信
仰

が
、
天
台
宗

僧
侶
に
よ
り

つ
た
わ
り
、

仏
説
の
身
口

意
や
、
不
見
（
見

ざ
る
）
不

言
（
鉗

ざ

る

）
不
聞
（
聞
ざ

る
）
の
三

諦
観

と
ま

じ
わ
っ
た
と

さ
れ
て

い
る
。

日
本
へ
の
庚
申
の
は

じ
め

の
渡
来
は
、

文
武
天

皇
大
宝
元
年
正

月
七
日

庚
申
日

庚
の
刻
（
七
〇
一
年

）
で
、
宇
田
天
皇

醐
醍
天

皇
の
代
に
は
、
こ
の

信
仰

が
も

っ
と
も
盛
ん
で
、
神
も

仏
も
一
緒

で
あ

る
と

い
う
（
混
交
思
想

）
考
え

か
ら
、

庚
申
本
尊
の
青
面

金
剛
は
、
申
（

さ
る
）

と

い
う
思
想
も
ま
じ
っ
て

い
つ
し

か
天

孫
降
臨
の
と
き
の
道
案
内
を

つ
と

め
た

猿
Ⅲ
彦
命
と
な
っ
て
、
道
祖
神

と
も

さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

青
森

県
内

に
は
、
元
禄
期

か
ら
幕
末

に
か
け
て
広
ま
り
、
そ
の
碑

や
塚

の
数

子
三
百

余
り
と

い
わ
れ
本
村
の
も

の
も
、

元

禄
以
後

か
ら
幕

末
ま
で
の

建
立
で
あ

◇

信
仰
の
は
じ
め
ご

ろ
は
、
庚
申
の

夜
を
「

待
ち

の
晩
」

と

い
っ
て
、
信
者

一
同

が
、
き
め
て
あ
る
宿
に
あ

つ
ま
り

青
面
金

剛
童
子
、
猿
田

彦
大
神
と
書
か

れ
て
い
る
掛
図
を

か
ざ
り
唱
文
す

る
。

津
軽

半
無
平
舘
で
は
「
オ

ー
コ

ー
シ

ン

デ
、
コ

シ
ン
デ
。
マ
イ

タ
リ
、

マ
イ

タ
リ
、
ト
ワ
カ
。
」
三

厩
で
は
「

オ
ゴ

ソ
シ
ン

デ
、
コ

ー
シ
ン

デ

マ
イ

タ
リ

マ
イ

タ
リ

ソ
ー
ワ
カ
」

と
唱
和
す
る
。

お
わ
っ

て
か
ら
、
飲
食
を

共
に
し
、
協

同
作
業

の
と
り
き
め
、
人
生
相
談
な
ど

を

し
合

い
、
夜
を

明
か
し
た
。
「

話
し

は
庚
申
の
晩

に
」
－
－

と

い
う
言
葉
は

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
内
部
的
な
も
の
が
、

次
第
に
外
部
的
な
も
の
へ
と
か
わ
り
、

碑
や
塚
が
建
て
ら
れ
、
旅
行
の
安
全
無

事
を
祈
る
道
祖
神
、
疫
病
、
厄
難
除
け

の
祈
祷
所
、
馬
頭
観
音
な
ど
に
変
化
し

た
所
も
多
い
。

次
号
へ
続
く

出
か
せ
ぎ
者
と

就
職
者
の
健
康
メ
モ

ま
ず
出
か
け
る
前
に
健
康
診
断
を

佐
井
村
で
は
、
去
る
二
月
六
日
振
興

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
出
か
せ
ぎ
者
の
健

康
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
血
圧
が
高
か

っ
た
り
、
尿
検
査
で
異
常
の
あ
っ
た
人

は
、
自
分
で
は
な
ん
と
も
な
く
て
も
早

め
に
病
院
に
行
っ
て
精
密
検
査
を
う
け

ま
し
ょ
う
。
出
か
甘
ぎ
先
で
た
お
れ
て

は
大
変
で
す
。
ま
だ
健
康
診
断
を
う
け

て
い
な
い
人
は
、
出
か
け
る
前
に
必
ら

ず
診
療
所
か
病
院
で
う
け
て
下
さ
い
。

病
気
は
早
く
見
つ
け
て
早
く
な
お
そ
う

環
境
が
変
っ
た
り
、
急
に
な
れ
な
い

仕
事
を
し
た
り
、
む
り
を
し
た
り
す
る

と
ひ

そ
ん

で
い
た
慢
性
の
病
気
が
出

て

く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
は
出

発

す

る
前
に
き
ち

ん
と
直
し
て
お
き
ま
し

ょ
う

。
少
し
で

も
具
合

が
悪
か
っ
た
ら

早
目

に
見

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

休
養
し

ま
し

ょ
う

疲

労
が
た
ま
る
と
事
故
や
体
を
こ
わ

す
も

と
に
な
り
ま
す
。
毎
日
入

浴
し
て

疲
れ
を

と
る
な
ど
充
分
な
休
養
を
心
が

け
ま
し

ょ
う

。

正
し

い
栄
養

を

就
職
す

る
と
食
物

の
質
や
量
が
今
ま

で
と

は
ち

が
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、

自
分
好
み

の
も
の
ば
か
り
食
べ

が
ち

に
な
り

ま
す
。
健
康
を
保
つ
う
え

に
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を

す
る

こ
と
を

心
が
け
ま
し

ょ
う
。

手
洗

い
と
う
が

い

石

け
ん
を

つ
け
て
流
れ

る
水

道
水

で

手
を
洗
う
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し

ょ
う

。

持
に
食
事
前
用
便
後

は
、
よ
く
洗

い
ま

し
ょ
う
。
作
業
後
、
外
出
後
は
う

が
い

を
忘
れ
ず
に
し

ま
し

ょ
う

。

健
康
の
専
門
家

か
ら
話
を
聞
こ

う

健
康

に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ

と
、
心
配

な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
養
護

教

諭
や
保
健
婦

に
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

国

民

年

金

国
民
年
金
の

か
け
金
は

納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に

国

民
年

金
の
か
け
金
を
納
め
忘
れ
て

い
な

い
で

し
ょ
う
か
。

国

民
年
金

の
か
け
金
は
、
納
期
隕
ま

で
に
必
ず
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の
か
け
金
を

納
期
隕
ま
で

に
納
め

て
い
ま
せ
ん
と
将
来
、
老
齢
年
金
が
う

け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
け
が
や
ご
主
人

が｛

｝
く
な

っ
た
と
き
な
ど
に
障
害
年
金

や
母
子
年
金

な
ど
が
う
け
ら
れ
な

い
場

合

が
あ
り
ま
す

か
ら
、
か
け
金
は
納
期

限
ま
で

に
忘
れ

ず
に
納

め
て
く
だ
さ

兄

か
け
金
の
納
期

限
は
、
毎
年

七
月
、

十
月
、
翌

年
の
一
月
及

び
四
月

の
各
月

の
末
日
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
納
期
に

あ
わ
せ
て
、
四

十
八
年

度
の
四

月
分
、

五
月
分
及
び
六
月
分

の
か
け
金

は
、
七

月
末
日
ま
で
と

い
う

よ
う

に
三
ヵ

月
分

ず
つ
年
四

回
に
わ
け

で
納

め
る
こ
と
に

な
っ
て

い
ま
す

。

た

だ
し
、
翌
年

の
四
月

末
日

を
す

ぎ

ま
す

と
役
場

に
納

め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
国

の
納
付

書
に
よ
っ
て
か
け

金
は
直
接
瓧
会

保
険

事
務
所
へ

納
め
る

か
、
銀
行
や
郵
便
局
に
納
め
る
こ
と

に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
各
納
期
限

か
ら
二
年

を
経
過

し
ま
す
と
時
効
に
な
り
か
け
金
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
昭

和
四

十
八

年
度
分
の
か
け
金
は
、
期
限

内
・
に
納
め
て
し
ま
う
よ
う

に
心
が
け
て

ほ
し

い
も
の
で
す
。

か
け
金
の
納

付
に
つ

い
て
く
わ
し

い

こ
と
は
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

農
家
の
み
な
さ

ん

（
水
田
耕
作

者
）

に
お
し
ら

せ
し
ま

す
々
‥

昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
昭
和
五
十
年

度
ま
で
を
期
間
と
し
て
、
国
の
方
針
に

基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
米
の

需
給
と
、
生
産
過
剰
に
よ
る
米
の
生
産

調
整
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
の
次

よ
う
に
休
耕
奨
励
補
助
金
の
内
容
が
変

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
を
あ
ら
た
め

で
部
落
座
談
会
等
を
行
う
予
定
で
す
。

尚
、
今
後
水
田
転
作
、
水
田
復
旧
の
申

込
み
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



新

旧

∧

耕

名

沐 耕 奨 励 補 助 金

改 正 前 改 正 後

国 県 国 県

単 純 休 耕
１ｋｇ当り

６８円 ０ ０ ０

寄 託 休 耕
１ｋｇ当り

６８眄 十 ５，０００円

農協 に対して

１０ａ 当り １、０００円 ０ ０

普 通 転 作
１ｋｇ当り

６８円 ＋ ５，０００円

１０ａ 当り

２、０００円
従 来 通 り 従 来 通 り

集 団 転 作
１ｋｇ当り

６８円 ＋１０，０００円

１０ａ 当り

２、０００円 従 来 通 り 従 来 通 り

永 年 転 作
１ｋｇ当り

６８円＋１０、０００円 ０
従 来 通 り

０

国
民
健
康
保

険
証
の
検
認

に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
検
認
を
受
け
な
け
れ

μ
国
民
健
康
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
三
月
三
十
一
日
で
無
効
に
な
り
哇

す
。
無
効
に
な
れ
ば
病
院
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
次
の
日
程
で
保
険
証
の
検

認
を
行
い
ま
す
の
で
検
認
を
受
け
て
下

さ
い
。
尚
、
保
険
証
を
病
院
等
に
提
出

し
て
い
る
方
、
旅
行
等
で
持
参
し
て
検

認
期
日
に
間
に
合
わ
な
い
方
は
係
ま
で

連
絡
し
て
下
さ
い
。民

生
相
談
課

新
入
学
児
童
の

交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

今
年
、
新
た
に
学
校
へ
入
る
年
齢
に

達
し
た
お
子
さ
ん
は
、
す
で
に
、
大
体

の
判
断
や
物
ご
と
の
聞
き
分
け
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

安
全
と
危
険
の
区
別
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
通
し
て
よ
く
理
解
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３

月

２９

日

３

月

２８

日

ク

３

月

２７

日

ク 汐

３

月

２６

日

々 ク

３

月

２５

日

月

日

金 木 ク 水 ク 々 火 々 ク 月
曜
日

大
佐
井

古
佐
井

川

目

原

田

矢

越

磯

谷

長

後

福

浦

牛

滝

野

平

地
区
名

セ
ン
タ
ー
和
室

商

工

会

総

代

宅

集

会

所

々 ク ク ク ク

総

代

宅

場

所

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

午
前
９
時

？

午
後
４
時

午

前
一
１１一
時

～

１２

時

午

前

９

時

～

午

前

１０

時

３０

分

，

午
後
１
時

～
午
後
２
時
３０
分

午
前
１０
時
３０
分
～
午
前
Ｈ
時
３０
分

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０
時

午
後
２
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

午
後
１
時

～
午
後
２
時

午

前

１０

時

３０

分

～

午

前
一
１１一
時

時

間

こ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
親
が
み
ず

か
ら

道
路
の
正

し

い
歩
き
方
、
横

断
の

仕
方
な
ど
を

知
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

模

範
を
示
し

て
や
る
の
が
な
に
よ
り
で
す
。

こ
の

た
め
に
は

、
次

の
よ
う
な
こ
と
が

ら
を
充
分
理

解
し

て

い
な
け
れ
ば
あ
な

た
の
子
ど
も
さ
ん
の
交
通
安
全
教
育
は

で
き
ま
せ
ん
。

一
、
通
学
路
を
よ
く
覚
え

さ
せ

る
こ

と
。

通
学
路
を
子
ど
も
と

い
っ
し

ょ
に
何



回

も
往
復
し

、
登
下

校
時

に
は
、

必
ず

こ
の
道
を
歩

か
せ

る
よ
う

に
、
ま

た
、

道
草
を
く
わ

な
い
よ
う

に
し

つ
け
ま
し

よ
’フ
。

二

、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て

、
道

路
の
正
し

い
歩
き
方
、
横
断
の
仕
方
な

ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

剛
道
路
の
正
し

い
歩
き
方

○

歩
道
と
車
道

の
区
別

の
あ
る
と

こ

ろ

で
は
必
ず
、
歩

道
ま

た
は

鋩
側

。
帯
を
歩
く
こ
と
。

○
歩

道
の
な

い
道
路
で
は
右
端
を
歩

’
く
こ
と

。

○
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
横

に
ひ

ろ
が
っ
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
た
り

悪
ふ
ざ
け
な
ど
は
し
な

い
こ
と
。

三

、
そ
の
他

○

忘
れ
も
の
を
さ
せ
な

い
よ
う
少
し

早
め
に
登
校

さ
せ

る
こ
と
。

◎
登
校
前
に
は
し
か
っ
た
り
、
‘
イ
フ

ィ

ラ

さ
せ
な

い
こ
と
。

Ｏ

持
ち
も
の
は
、
で
き
る
だ
け
少
な

く

さ
せ

る
こ
と
。

Ｏ

登
下

校
時
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
宅
後

の
外
出
に
は
特
に
注
意
さ
せ

る
事
。

○

「
黄
色

い
帽
子
」

は
登
下

校
時
は

も
ち
ろ
ん
、
外
出

す
る
時
は

い
つ

で
も
着
用
さ
せ
る
こ
と
。

○

道
路
で
遊
ぶ
の
は
危
険
で
す
か
ら

や
め
さ
せ
、
地
域
の
人
だ
ち
と
協

力
し
て
遊
び
塲
を

確
保
し
て
や
る

こ
と
が
必
要

で
す
。

◎
子
ど
も
さ
ん
と

い
っ
し

よ
に
歩
く

時
は
、
右
手
で
子
ど
も
さ
ん
の
手

を
し
っ
か
り
握
っ
て
歩
く
こ
と
。

四
月

▽
目
か
ら

ゴ
ミ
収
集
目
が
変
り
ま
す

子

心
焼
却
炉
が
完
成

い
た
し
ま
し
た

の
で
、
そ
れ

に
と
も
な
っ
て
四
月
一
日

か
ら
次
の
と
お
り
収
集
日
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

曜［Ｔ 部 落 名

月 両佐井

火 原田万 川目・矢越・磯谷

水 長後 ・福浦・牛滝

木 両佐井

金 原出・川目 ・矢越・磯谷

土 長後・福浦・牛滝

囗 休 囗

以前は、不燃物もいっしょに収集していましたが、４月１日から

不燃物、毎月第３日曜日（本村のみ）に収集します。

尚、部落の場合は同時収集です。

戸

籍

の

窓

口

三
月
七
日
現
在

９

お
誕
生
お
め
で
ド
フ

大

畑

酵

喜
（
義
隆
）
牛

滝

辻

忠

司
（
忠
義
）
大
佐
井

竹

内

ひ
ろ
み
（
長
次
郎
）
牛
滝

石

戸

千
枝
子
（
利
男
）
古
佐
井

竹

内

さ
お
り
（
光
雄
）
牛

滝

島

野

奈

月
（
孝
司

）
大
佐
井

磯

川

英

樹
（
廣
美

）
古
佐
井

中

田

周

子
（
哲
雄

）
古
佐
井

大

阪

淳

子
（

隆

）
長

後

○

ご
結
婚
お
め
で
と
う

松

川

豊

彦
（
河

北

町

）

（
東

出

幸

子
（
大

佐

井

）

高
屋
敷

知

一
（
東

通

村

）

（
浜

野

゜
な
子

牟

滝

）

川

村

由
五
郎
（
東

北

町

）

（
伊

藤

美
智
子
（
古

佐

井

）

工

藤

祝

晴
（
古

佐

井

）

（
長

島

ま
り
子
（
大

佐

井

）

小
笠
原

一

男
（
大

佐

井

）

（
江

成

乙

子
（
横

浜

町

）

野

澤

幸

雄
（

原

田

）

（
゜

中

房

子
（
大

田

区

）

佐
々
木

一

久
（
古

佐

井

）

（
鈴

木

三

枝
子
（

秋

田

也

金

丸

繁

美
（

大

佐

井
）

（
油

原

春

子
（

竜
゛
崎
市

）

佐

藤

宏

治
（

函

舘

市

）

（
坂

井

千

鶴
子
（

牛

滝

）

石

田

進
（

船

橋

市

）

（
宮

野

千

鶴
子
（

大

佐

井

）

三

浦

秀

男
（

相

馬

市
）

（

坂

井

゜
美
子
（
牛

滝

）

舟

木

忠
（
秋

田

市

）

（
石

戸

英
美
子
（
古

佐

井

）

田

中

孝
（

磯

谷

）

（

村

山

敏

子
（

標

津

町

）

○

お
く

．．
み
申
し
上
げ

ま
す

福

田

徳
次
郎
（

徳
美

）
磯

谷

加
・

藤

与

一
（

信
義
）
原

田

竹

内

さ
お
り
（

光
雄
）
牛

滝

宮

沢

武

雄
（

さ
よ
）

川

目

村

政

の

窓

口

一
月
三

十
一
日

行
政
連
絡
員
会
議

二

月

六

日

失
保
認
定

出
か
せ

ぎ
者
健
康
診

斷

七
日

報
酬
等
審
議
会

十
一
日

建
国

記

念
日

十
九
日

乳
児
三

歳
児
検
診

二

十
三

日

交
通
安
全
協
会
佐
井

支
部
総
会

二

十
四

日

婦
人
会
三

十
周
年
記

念
式
典

二

十
五

日

臨
時
議
会

三

月

六
日

民
警
懇
談
会

防
犯
協
会

総
会

失
保
認
定
日

九
日

青
年

の
山
臨
時
総
会

こ

よ

み

と

行

事

三

月
二

十
一
日

春
分
の
日

川
目

分
校
閉
校
式

磯
谷
小
中

卒
業

式

二

十
二
日

佐
井
小

卒
業

式

二

十
三
日

原
田

小
卒
業
式

二
十
五
日

原
田

小
二

十
周
年
記

念
式

典

二

十
六
日

教
職

員
人
員
異
動
発

表
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